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全体交流会のご案内
皆様の日頃の活動に感謝の意を表するとともに、永年表彰団体等の表彰式開催や、

活動内容などの情報交換の機会として「水辺愛護会、ハマロード・サポーター全体交流
会」を以下のとおり開催いたします。
今後の活動の参考となる事例発表もありますので、ぜひご参加ください。
ご来場を希望される場合は9月30日（水）までに河川流域調整課へご連絡ください。

◆開催日時

令和8年10月27日（火）12:30～14:30

◆会場

横浜市役所アトリウム
（中区本町6-50-10 横浜市役所1階）

※公共交通機関でお越しください

◆プログラム
11:45 開場
12:30 開会、表彰式、記念撮影、事例発表（2団体）
14:30 閉会

◆令和8年度表彰団体（水辺愛護会）
・水辺愛護会永年表彰（20年）  8団体
・「みどりの愛護」功労者国土交通大臣表彰  1団体
・公益社団法人日本河川協会河川功労者表彰  1団体

以上、計10団体

・みなとみらい線「馬車道」駅
下車、1C出入口直結

・ＪＲ・市営地下鉄「桜木町」
駅下車、徒歩約3分

・各種バス
「横浜市役所前」
「横浜市役所北プラザ」

 ハチの活動が盛んです！
 秋はハチの数が増え、巣に近付く人を警戒し

て攻撃的になります。
 スズメバチやアシナガバチの巣を見つけた

ら、近付かず静かにその場を離れましょう。

 マダニも！
 マダニはSFTS（重症熱性血小板減少症候

群）などの感染症を媒介することがあります。
 草むらや水辺では、マダニに咬まれるおそれ

があるため、活動時は長袖・長ズボンを着用し、
肌の露出を少なくしましょう。

 作業後はマダニの付着がないか確認し、発
熱や倦怠感など体調変化があれば早めに受診
してください。

こんなことにもご注意を！ 報告書作成のご準備を！

 活動の写真撮影や活動内容の記録
◆活動時の写真を撮影しておいてください。

（同一場所での活動前・後の様子、作業中の
 様子、集めたゴミ、集合写真など）

◆活動状況報告書にスムーズに記入できるよう
 に、活動の日時、参加人数、内容等を毎回記

 録しておいてください。

 補助金の使用状況について
◆領収書・レシートは５年間保管してください。
◆年間活動回数について、基準回数（清掃12

 回・8回・6回など）よりも実施回数が減少し
 た場合や、年度末に補助金が余った場合には、
 補助金を返還していただく場合がありますの
 で注意してください。

横浜市河川のキャラクター
ハマカワさん

（予定）

↓ 活動についてのお知らせ ↓



川に入る際は、事前に天気や川の水位を確認し、急な深みや滑りやすい場所に注意してください
 https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-kankyo/kasen-gesuido/kasen/
suibou/kasensuinanboushi.html

市内外河川の水位情報がわかる「横浜市水防災情報」のページはこちら
 https://mizubousai.city.yokohama.lg.jp/index.html 横浜市 水防災 検索

横浜市 水難事故防止 検索

新たな「横浜市環境管理計画」を策定しました！

多くの皆様から貴重なご意見をお寄せいただき、ありがとうございました。今後も皆様とともに取組を進めてまいりますので、
ご理解、ご協力をよろしくお願いいたします。 問合せ先：みどり環境局戦略企画課(045-671-4102)

2040年の
環境の将来像を描く

詳細はこちら→

横浜市下水道河川局河川流域調整課
TEL：045-671-4215／FAX：045-651-0715／e-mail：gk-mizube@city.yokohama.lg.jp

水辺愛護会の活動に新しく参加してくれる人がなかなかいない…といった
お悩みをお持ちの団体もいらっしゃるかと思います。
今回は、新しい参加者が来てくれるようになった事例をご紹介いたします。
皆様の状況はそれぞれ違いますが、一つのヒントとして参考になさってみて

はいかがでしょうか。

もとまち広場水辺愛護会
（保土ケ谷区）

保育園の先生・保護者と

狩場インターチェンジ近くの、今井川沿い
の公園で活動しています。

愛護会の活動場所である広場には近隣保育
園の園児が散歩に来ています。「日頃から散
歩に訪れている場所なので愛護会活動のお手
伝いができたら」と考えた保育園側から活動
への参加の意思表示があったそうです。

保育園では毎月の園だよりで活動日をお知
らせしており、保護者や保育園の先生が草刈
りに参加してくれているそうです。参加の頻
度は人それぞれで、無理なく参加しています。

熊手や手押し車といった昔ながらの道具を
使ってみたいという子がいたり、参加回数を
重ねる中で仲良くなった地域の方と一緒に活
動する子がいたり、また、人の役に立ててい
るという達成感を感じている様子もあるよう
です。

親水公園広場水辺愛護会
（泉区）

高校生と

相鉄いずみ野線ゆめが丘駅／地下鉄下飯田
駅近くの、和泉川親水広場を含む和泉川で活
動しています。

愛護会の活動場所近くにある高校のボラン
ティア系の委員会が、かねてから地域貢献の
一環として学校すぐそばの公園の手入れをし
ていました。

そのことを知った愛護会会長が、高校の校
長先生に「近くで活動しているなら一緒にや
りませんか、足りない道具があったらお貸し
します」と話をしたところ、年に一回秋に一
緒に活動することになり、現在も続いている
そうです。

活動時には、生徒間で経験者が未経験者に
作業方法を伝授するので、愛護会が高校生に
一から作業説明をする必要はなく、即戦力と
なり助かっているそうです。
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